
第２回 地域づくり部会 会議概要 

 

日 時 令和 6年５月 23日（木） 午後２時 30分～午後３時 

会 場 豊栄地区公民館 大講堂 

出 席 委 員 
菊池委員、阿部委員、前田委員、恩田委員、佐久間委員、清水委員、小熊委員 

渡邉委員、川島委員、横山委員 

欠 席 委 員  

事 務 局 

関 係 課 

阿部建設課長 

地域総務課（田中補佐、鈴木係長、伊藤主査、稲垣副主査） 

会 議 要 旨 

 

北区役所だより６月 16日号にかるた募集記事を掲載するため、今回の部会では 

（１）作品募集に関すること、（２）作品の難易度について、詳細を決定した。 

 

（１）作品募集に関すること 

・北区だより６月 16 日号にかるた募集記事を掲載 

・防災教育を取り組む学校へ本事業を売り込み 

・このほか、北区小学校校長会で本事業概要を説明後、学校へメールで周知 

・チラシを作成し、作品応募に意欲がある団体などへ、積極的に周知 

 

（２）作品の難易度について 

・ルビをふることで全年齢対応にする 

・「幅広い世代で楽しみながら防災を学べるかるた」をコンセプトに募集 

・幅広い世代に応募してほしいため、対象年齢の指定はしない 

 

（３）その他 

・かるた要領について、47 音いずれの文字でも募集可能な点や、絵札と読み札を 

セットで募集する必要がある点を分かりやすく記載すべきなど、意見があった。 

→要領へ反映し、応募者に分かりやすく示す 

 

【今後のスケジュール（予定）】 

※詳細が決まったため、引き続きかるた作成に取り組む 

 

６月  実施内容未定 

７月  選定や札の編集など 

８月  ７月に引き続き作業 

 

 

 

 

報告資料５



第 2回 福祉教育部会 会議概要 

 

日 時 令和 6年 5月 23 日（木） 午後 2時 30 分～3時 40 分 

会 場 北区役所 301 会議室 

出 席 委 員 
清水(博)委員、遠藤委員、佐藤(茂)委員、有田委員、竹島委員、 

皆川委員、佐藤（哲）委員、 

欠 席 委 員 佐藤(康)委員、日下委員、三浦委員、  

事 務 局 
健康福祉課(吉田課長）、豊栄地区公民館(尾崎主幹)、 

地域総務課(近藤補佐、伊藤主査、小田主事) 

会 議 要 旨 

1. 地域の担い手不足解消につなげる令和 6年度事業について 

具体的な内容について意見を集約し決定をした。 

 

【内 容】 

 ・11 月中に講演会を行い、その後ワークショップを行う。 

 ・講演会では、幅広い人に来てもらう。 

 ・ワークショップで、地域とのつながりが薄い人をいかに地域活動への関

心につなげるか話し合う。 

 ・ワークショップの詳細は、次回部会で検討する。 

 ・講演会の候補者について、数名に絞り、今後事務局でスケジュール確認

等を行う。 

 ・会場は、豊栄地区公民館（大講堂）を候補とする。 

 ・募集人数は、50 人～100 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２回 自然文化部会 会議概要 

 

日 時 令和 6年 5月 23 日（木曜） 午後 2時 30 分～午後 3時 15 分 

会 場 豊栄地区公民館 視聴覚室 

出 席 委 員 
諏訪委員、小日向委員、伊藤委員、坪木委員、飛鳥井委員、 

寺山委員、石山委員、小林委員 

欠 席 委 員 野口委員、有田委員 

事 務 局 

関 係 課 

産業振興課（横木課長）、区民生活課（高野課長）、地域総務課（江戸課

長、佐藤主査） 

会 議 要 旨 

１．事業内容について 

・実行委員会は、6月は佐藤出席。内容を次回の部会で共有する（他出

店者、イベントスケジュール、出店場所など）。 

・潟素材を使った料理については、石山委員、松潟屋さん、産業振興課

横木課長等交え別途打ち合わせを行う。調整の上、試食会を部会で行う。 

・潟料理のメニュー、現在行っている観光ツアー用メニューの写真など

を次回の部会で共有する（産業振興課に依頼）。 

・トークセッション出演者は、潟料理人：松潟屋さん（当日料理人とし

て石山委員も特別参加？）、福島潟新井郷川漁業組合：長谷川さん、郷土

博物館学芸員：曽部さん、ナビゲーター：小日向部会長とする。 

・クイズコーナーのクイズ、正解者への商品は来月各委員 1個以上考え、

話し合って決める。 

（事業に対する意見） 

・トークセッションの中で、話を聞きながらその食材を試食できるよう

試食品の詰め合わせなどを参加者に配り、体感してもらいながら話を聞

くといいのではないか。 

・食べ物だけでなく飲み物も出してはどうか？ 

・プロジェクターなどを使って、潟料理のメニュー紹介や写真による潟

素材の紹介などトークセッション時に見せるといいのではないか。 

・トークセッションなど時間は、他のブースやイベントとの相乗効果も

狙って、かっちり決めずにおいた方がいいのではないか。 

 

【次 回】 

・クイズ、商品について、皆さんから提出された案をもとに決める。 

・潟料理、素材の写真を確認。 

・実行委員会、料理打ち合わせ内容を情報共有する。 

 

 

  

 

 


